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	ARF1 および ARF3 でのグアニンヌクレオチド交換を促進し、程度は低いが ARF5 および ARF6 でも促進する。GDP を GTP に置換することで ARF1/ARF5/ARF6 の活性化を促進する。ゴルジ小胞輸送の調節に関与する。エンドソーム区画の完全性に必要。トランスゴルジ網 (TGN) からエンドソームへの輸送に関与し、AP-1 複合体および GGA1 の膜結合に必要。トランスフェリン受容体をリサイクリングエンドソームから細胞膜へリサイクリングすることに関与していると思われる。おそらく GABA(A) 受容体が小胞体から退出することに関与している。エキソソーム様小胞を介した腫瘍壊死因子受容体 1 の恒常的放出に関与し、その機能には PKA、特に PRKAR2B が関与していると思われる。 A キナーゼ アンカー タンパク質 (AKAP) として機能することが提案されており、Arf と PKA 経路間のクロストークを仲介する可能性があります。
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	ARFGEF2 抗体を使用したラット精巣溶解物中の ARFGEF2/BIG2 のウエスタンブロット分析。
	

	ARFGEF2 抗体を使用した Hela、293T 溶解物中の ARFGEF2 のウエスタン ブロット分析。

